
 

○１７番 蒲生吉夫委員 うそでしょう。 

○大道寺 信委員長 そうです。間違いございま

せんので、まとめていただきたいと思います。 

 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 わかりました。最後の

ところまで行かないでここだけですね、すると。

わかりました。 

 指定管理者制度を取り入れるというのは、私

はいいと思うんです。いいと思いますが、向い

てる、向いてない考えていくとね、今言ったよ

うに、Ｂ区をＮＰＯにしなきゃいけなくなるだ

とかね、必ず矛盾が出てきます、これ。という

のはね、今、地域の中で公民館の職員に頼んで

地域の団体がお願いしてるところがありますね。

指定管理者制度になればね、「それは私らの業

務ではありません」と簡単に断られるようにな

ります。それが制度です。私はそれ困るんです。 

＋

 具体的に言うとね、事務局みたいなものを全

部公民館の館長や主事にお願いしてるんですよ。

それはわかっててするのかというふうに私は言

いたいんです。断るのは簡単ですよ、公民館の

館長も主事もね、いや、それは私らが受け取っ

た指定管理者の中で受け取ったものではありま

せんので、どうぞ皆さんでやってくださいと、

任意の団体でしょと、こういうふうになる可能

性がうんと高いです。それを、そういう矛盾を

解消するために、またもう一つ別のことを考え

なきゃいけなくなるというのが今回の制度だと

いうふうに思うんですね。 

 そこ、どうでしょうか。私のところで公民館

の館長や主事にしてもらってることって本当に

いっぱいあるんすよ。ああ、断られるようにな

るなって感じ私持ってるんですけども、そうで

ないでしょうか。 

○大道寺 信委員長 那須宗一文化生涯学習課長。 

○那須宗一文化生涯学習課長 お答え申し上げま

す。 

 指定管理者制度を仮に地区公民館導入すると

いうことになりましても、公民館の運営のあり

方については、基本的には私は変わらないとい

うふうに思っております。そういった意味で、

今回、長井市公民館振興計画というものをつく

りまして、やはり公民館のあり方をきちんと定

義しながら、それに沿った公民館運営をしてい

ただこうと。やっぱり地域づくりの核でもある

し、生涯学習の核でもあるという地区公民館の

役割というのは決して損なわれるものではない

というふうに私は考えているところでございま

す。 

○大道寺 信委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は３時30分といたします。 

 

 

   午後 ３時０７分 休憩 

   午後 ３時３０分 再開 

 

 

○大道寺 信委員長 休憩前に復し、会議を再開

いたします。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○大道寺 信委員長 次に、順位３番、議席番号

７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 通告しております項目に

従って、市長並びに自立経営対策室長の方から

答弁をいただきたいと思います。 

 また、小さな項目ですけども、順不同になる

かと思いますので、よろしくお願い申し上げた

いなと思います。 

 １番の自治体合併については、大先輩の小関

委員の方から質問をなされたわけで、重複する

ことはなるべく避けたいと思います。ほとんど

のことを答えていただきましたので、何を質問

―２７３― 



 

＋

したらいいのか非常に戸惑っているわけでござ

いまして、持ち時間30分を半分もしないで終わ

るんじゃないかなと、このように心配をしてい

るところでございます。 

＋ ＋

 時間もたっぷりあるようでございますので、

少し蛇足の部分から入らせていただきたいと思

います。 

 毎年12月になると流行語大賞というのが発表

されるわけで、2007年も宮崎県知事の東国原知

事の「どげんかせんといかん」というようなこ

とで決定なされました。このフレーズが私の頭

には非常に強烈にしみ込んでおりまして、今も

ってとれないのが状況でございます。 

 流行語大賞というのは、余りインパクトが強

く残らないのが流行語大賞であったように記憶

しておりまして、2006年ですか、荒川静香さん

の「イナバウワー」ですか、その前が皆さんご

承知の小泉首相の「小泉劇場」、そしてその前

が、ちょうど４年前でありますので、オリンピ

ックの年でありましたので、北島康介選手の

「超気持ちいい」と、そんなふうなことで別に

大して生活に影響あるとか、そんなことはほと

んどないんでありますけども、この「どげんか

せんといかん」という言葉、長井弁で言えば

「何とかしなきゃなんないんじゃないか」とい

うことだと思いますけども、長井弁は共通語で

ございますのでどこへ行っても通じるというこ

とで、通じないのは宮崎県ぐらいだと。そうい

うことで物すごく大事な言葉だなと思っており

まして、今、日本国じゅう、政治・経済・教

育・環境、どの分野においても何とかしなきゃ

なんないんでないかと。そして、国の存亡にか

かわる防衛・エネルギー、そして食糧に至るま

で何とかしなきゃいけないという状況になって

いるのが現状でないかと、そんなように思って

おるところでございます。 

 この自治体合併につきましても、やはりどう

にかしなきゃなんないんじゃないかという基本

的な考えには変わりないというふうに私は認識

をしているわけで、このことについて少し質問

をさせていただきたいと、そのように思います。 

 昨年の暮れに近い、10月だったと思いますけ

ども、山形県の20年度の予算編成の概要説明と

いうようなことで、私もたまたまその会合に出

席させていただきまして、齋藤知事の考え方を

さわりの部分だけ聞かせていただいたわけであ

りますけれども、合併についても少し触れられ

ておりました。 

 その状況の中で、齋藤知事は、それぞれの35

の首長さんに手紙を書いたと。私の本音の部分

を手紙に託しておりますので、よろしくご理解

を賜って、20年度の事業に関して強力な協力体

制をよろしくお願いしますというふうなことで

ありましたので、この合併の部分についての県

知事の発言というか、その点について積極的な

発言をなされているということは承知はしてお

りますけれども、中身について、もし支障がな

ければ、その点について市長の方から答弁をい

ただきたいと思います。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 知事からの手紙については、い

ただきまして、そしてじっくり読ませていただ

きました。また、11月１日に全戸配布されまし

た「県民のあゆみ」の中にも、こちら夢未来知

事室ですということで、「発想の転換、結果か

ら成果へ」の題名でメッセージも県民あてに出

されたようですけども、私は全く知事と同感で、

これからは大変な時代を迎えるわけでございま

す。それは人口減少と、そういった中で現在の

ままの住民サービスが、これから20年、30年後

まできちんとサービス低下することなくやって

いけるのかという視点で考えた場合、やはり今

のうちにいろんな地域の思惑などもあるかもし

れませんけども、将来に向けての力ある地方自

治体を目指して、ともに力を合わせていくとい

う考え方は全く同感でございます。 

―２７４― 

＋



 

 そんな意味では、私は県知事、県の方で「置

賜３市５町という特例市を目指すべきだ」とい

う考え方についても、私は全く同感だというふ

うに思っております。 

＋

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 長井市長の場合は、３市

５町の中でも、とりわけ山形県の方向を決めて

いく合併については積極的な発言をなされてお

ったわけですし、今もその気持ちには変わりな

いということだと思いますので、今後ともそう

したことで歩んでほしいなと、そんなふうに思

います。 

 昨年まで米沢市長さんは、余り合併というも

のには触れないと。積極的、消極的という言葉

は使いたくないもんですから、触れないでこら

れたわけで、ただし山形県の方針、特に今お話

あったように、齋藤知事の方針というのははっ

きりしておりますので、選挙戦に入ってから方

針転換をなされて、「当選した暁には３市５町

の置賜一本の勉強会の場をつくっていく」とい

うような約束をされたわけで、それが現在実現

されてるる語られておるというふうに聞いてお

ります。 

 そもそも平成の大合併は、3,000余りの市町

村が現在1,800を切ったというふうに聞いてお

ります。特例法期限内であれば、今２年弱あり

ますので、総務省で目標としている1,500には

届かないかもしれませんけども、かなり近い線

が出てくるのではないかなというふうに察する

わけで、おおむね所期の目的は達成するんじゃ

ないかなというふうに言われております。 

 そこで、小関委員の質問もあったようであり

ますけども、その勉強会の中身については私は

答弁をいただいておりますのでよろしいんです

けども、メディアの方の話によれば、部課長会

だというふうに位置づけられているということ

であったように記憶しておりますけども、その

点についてどうなのかということと、長井市が

どういう立場の職員の方がそれに出席をしてお

られるのか、この２点について自立経営対策室

長にお伺いいたします。 

○大道寺 信委員長 遠藤健司自立経営対策室長。 

○遠藤健司自立経営対策室長 町田委員のご質問

にお答えいたします。 

 先ほどの小関委員へのお答えとも若干重複い

たしますが、お許しください。 

 今まで３回、置賜広域合併についての勉強会

を終えました。メンバーは、先ほど申し上げま

したとおり、米沢の企画調整部長が事務局長、

３市５町の合併担当課長、そして置賜広域行政

事務組合の事務局長、この10名がメンバーとな

っております。 

 その中で、それぞれの勉強会での出席状況を

申し上げますと、１月29日につきましては、担

当課長の出席が５名、代理出席が５名、自立経

営対策室からは係長が出席いたしました。ちょ

うどこの日、私ども行財政改革推進委員会、以

前より予定しておりましたので、私が外れるわ

けにいかず、係長が出席いたしました。 

 ２回目は、２月18日、この日は担当課長、本

人出席８名、代理出席１名、小国町は欠席です。 

 ３回目、３月７日、これは長井市議会の一般

質問の日でございます。この日は本人出席５名、

代理出席４名、小国町は欠席というふうなこと

でございました。以上でございます。３月７日

の長井市の出席者は、自立経営対策室の係長が

出席しております。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 こういうスタートすると

きというのはね、物すごく大事なんじゃないか

なと私は認識しております。とりわけ３市５町

の第一歩を進めるという会議のときに足並みを

そろえると、これはいろんな都合があると思う

んだね、それぞれの自治体は。しかし、足並み

をそろえる努力をしていかなければ、事をなし

得る第一歩にならないんじゃないかなと、私は

―２７５― 



 

＋

そういうことを考えておりまして、たまたま、

けちをつけるわけではないんですけども、長井

が、職員の能力を言っているんじゃないんです

よ、部課長会のときはやっぱりそれに準ずる役

職の人を送ってやるというのは、これはやっぱ

り常識じゃないかなと、私はそのように思って

おるわけで、次に課長が出席して、その次また

係長だと、ここに長井の意気込みを伝えなけれ

ばならない状況のときに、周りからどのように

感じられてしまうのかなというふうに私は思っ

ていますけども、室長はどのような感想を持っ

ておりますか。 

＋ ＋

○大道寺 信委員長 遠藤健司自立経営対策室長。 

○遠藤健司自立経営対策室長 最初の１月29日の

会議でありますが、米沢市の方が事務局をやっ

ておりまして、最初の会議ということで調整に

相当ご苦労なさったようです。最初、１月22日

か23日かというふうな照会がありましたので、

どちらでも、22日ならば私が行くと、23日なら

ば代理の補佐が行くというふうにお答え申し上

げました。 

 しかし、その日、第１回の勉強会で予定して

いました鶴岡市の課長さんの講演が１月29日で

ないとだめだと、そういうことがございまして、

どうにも日程が調整つかず、多分他の市や町も

そういうことがあって半分の出席になったと。

そういうことで、非常に私も当然行きたいと思

いましたが、残念でした。代理として係長を出

席させましたが、これは私、補佐が行革委員会

に出なければならない、あと３月７日は私がこ

ちらの一般質問、控えとして補佐もいるという

ようなことで、次の係長を出さざるを得ないと

いうようなことでございます。ご理解ください。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 いろいろ事情あるわけで

ございますけども、やはり３市５町のスタート

ライン、そしてこれから真剣な議論をしていく

というときには、努めて部課長会という名に恥

じないような役職のある職員を送っていこうと

する努力はしてほしいなと、そのように考えて

おるところでございます。この件については以

上でございます。 

 次に、合併というのは、基本的にどこを目指

すのかということになってくるのではないかな

と、そういうふうに思います。合併すればいい

町ができる、あるいは将来間違いなく運営をし

ていける町ができるということは、何ら保証が

ないわけでございまして、いかにして、ここで

言うならば、置賜の中で30年後、そして50年後

に合併してよかったなというまちができるのか

というようなことを模索しながら、基本をつく

っていくというのが一般的でないのかなと私は

思っているんでありますけども、ややもすると

枠組みの方が先行しちゃって、それぞれの首長

さんが勝手なことを発言しているというように、

物すごく気になると。どこにその基本を置いて

いくのかと、基本はなくてもいいのかと。なく

てもいいと言ったら語弊がありますけども、や

っぱり基本はそれぞれの首長さんはお考えにな

っておられると思いますけども、内谷市長は当

然３市５町というものを基本にしながらも、い

ま一つの枠組みを模索しようと、このスタイル

でいいのかというようなことは、私は少し疑問

があります。 

 今、３市５町で勉強会をやろうとしていると

きに、それぞれの首長さんがいろんな話をして

しまうということは、なかなか１点に絞るとか、

１点の同一方向に行こうとする力が弱くなるん

じゃないかと、そんなふうに危惧しているわけ

で、どこに基本を置いていくのかということに

ついて内谷市長の見解をお聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 基本はどこにあるのかというのは、２つ町田

委員の方から基本についての考え方２つあった

と思います。まず一つは、最初の基本なんです

―２７６― 

＋



 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 けども、これはどういう決断が長井市のために、

市民の幸せのためにつながるかということの判

断、この基本をどこに置くかということだと思

いますし、あともう一つの枠組みといいますか、

合併の範囲については、その基本ということに

ついては、私は３市５町でやるべきだというの

には３つほど理由があります。 

○７番 町田義昭委員 「やはりできるところか

ら合併をやって、将来一つにまとまる」なんて

言っている首長さんもおられるわけでね。こう

いう考え方、それは一つの考え方でしょうけれ

ども、そういうことで合併がうまくいったとこ

ろというのは余り聞いてないんですね。やはり

この合併でまとまろうと。しかしながら、やむ

を得ずそこから脱落したとか、そういうことで

合併ができたというところは、これは多々ある

わけで、山形県にも当然あるわけでございまし

て、やはり最初、基本的にこの合併が最もよい

んだ、そして50年後には間違いなく喜んでいた

だけるような合併をしていきたい、またいくべ

きだということを基本とするならば、そこにす

べてを集中して歩んでほしいなと、それは私の

個人的な考えなんですけども、そのように考え

ております。 

 まず一つは、特例市として20万人以上になる

わけですから、そういった意味で言えばメリッ

トがあるということ。あとも１点は、均衡ある

置賜の発展を考えた場合に、３市５町で１つに

なるのがベストだろうと。あともう一つは、３

市５町で合併しますと、県内では２番目の人口

の規模になると。山形市が25万人ちょっとです

から、24万人弱の新しい市が２番目になると。

面積が日本一大きくなるということでして、面

積が日本一大きいということは、すなわち例え

ば米沢市に一極集中するような中央集権的な自

治体のあり方ではうまくいかないだろうと。し

たがって、地域内分権といいますか、そういう

姿を模索しやすくなるだろうなというふうに考

えまして、私は３市５町でやるのが一番いいと

いうふうに思っております。 

 また、施政方針の中にも、最初は内谷市長は

３市５町を基本としながらも、１市３町という

発言もしたなんていう話も資料の中に、メディ

アの中にあるんですけども、その後も今度１市

２町だと、そういうスタンスが変更になるとい

うのが市民が一番不安を感じるということにな

ってくると思いますので、やはり一つのことを

決めればそこに邁進をしてほしいと。状況状況

において変わってきますけども、やはり一たん

レールに乗ったらそこへ進んでほしいなと、そ

んなふうに思っておるところでございます。 

＋

 ただ、今、町田委員がおっしゃった、もう一

方で置賜、西置賜というのは、私は西置賜１市

２町で合併するのも方法としてはありますけど

も、それを進めるつもりはありません。あくま

でも１市２町で同一行動をとりたいということ

です。例えば、それぞれの首長が温度差ありま

して、今の段階では飯豊町長と私が非常に積極

的だと思っております。 

 また、今、内谷市長は、「10年、20年という

大計の中で合併というものを考えていかなきゃ

ならない」というふうに施政方針の中でもうた

っておるわけでありますけれども、私は合併に

ついては30年、50年の大計で物事を議論すべき

だと、そのように思います。ということは、10

年、20年だったら、私たちも先が見えるわけで

すね、見通しがきくわけです。見通しがきけば、

合併は必要ないんじゃないかという発想が当然

 しかし、この後、町田委員からもお話がある

のかもしれませんけれども、川西町長の発言や

ら南陽市長の発言というのも一理ありますけど

も、それは３市５町がどうしてもだめだとなっ

た場合の選択であり、最初からそういったこと

を申し上げるのは余りいい方向ではないだろう

というふうに思っております。 

―２７７― 



 

＋

出てくるわけで、やっぱり30年、そして50年と、

私たちが全然想像つかない、そういう次元を見

通す眼力もリーダーは持ち合わせなきゃならな

いし、当然内谷市長は持っておられるわけで、

その方向も、しかと踏まえてほしいなと、その

ように思います。 

 当然今、私たちじゃなくて小学生とかそうい

う人は、私たちの年代になったときに、何もわ

からない人が合併された地域を見るんですから、

それ以外はないわけですね。必ず「いい市にし

てくれたな」と私は言ってもらえるということ

は、比較するものがないわけでありますので、

やはりいろんな後からも出てくるんですけども、

その基本的なとこはしっかり踏まえてお願いし

たいと、そのように思います。 

＋ ＋

 あと、期限内の合併ということで、先ほど副

市長の方からも答弁ありましたけども、22年の

３月だと、21年度中だということでありますけ

ども、私は「合併期限内にした場合にどういう

メリットがあるのか」というようなことはいろ

んな市民の皆さんにお聞きされるんですけども、

適切に答えることができないもんですから、い

ま一度、期限内にすればこれとこれは優遇され

ますよとか、そういうことを二、三教えていた

だきたいなと、それを市長にお願いします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 期限内にこだわる理由というこ

とについては、メリットの部分でございますけ

ども、旧合併特例法の場合は、たしか10年間の

地方交付税をそのまま減らさないという約束だ

ったと思いますけども、新合併特例法では５年

間ということで、10年間のうち残りの５年間で

少しずつ減らして、いわゆる合併した規模のそ

の財政需要額に合ったような地方交付税が最終

的には10年後になるということで、対応する時

間が余裕があるということが私は大きなメリッ

トだと思っております。 

 あともう１点は、合併特例債はなくなりまし

たけども、特に県の方で知事がおっしゃってい

るのは、合併した市町村についてはインフラ整

備も含めて、特に道路等、そういったものを重

点的に傾斜配分したいというような考え方もあ

って、特に西置賜、我々道路事情、非常におく

れているわけでございますので、そういった意

味ではメリットがあるのかなと、この２点だと

いうふうに思っております。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 自分の今まで思っている

ことと同じようなことなんでありますので、今

度は自信を持って市民の方たちに申し上げてい

けるなと、そんなように思います。 

 この期限内というものは、やはり大事なこと

だと思いますし、ただ期限内に大きな目標を立

てた合併がなかなか進まないと、あるいは難し

いということになった場合に、期限内だからど

ことでも合併していいんだという考え方は、私

はいかがなものかなというふうに思っておりま

すし、すべてがパーフェクトになった状態の合

併をやったときに、初めてパーフェクト以上の

答えが出てくるというのがやっぱり合併の姿だ

と思っておりますので、せっぱ詰まった場合に、

じゃあやれるとこからやろうかというところま

で進んでしまうというおそれはないのか、その

点について市長の見解をお伺いします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えします。 

 一番答えが難しい質問になるわけなんですが、

あと２年しかありませんので、先ほど小関委員

のご質問にもお答えしましたけども、ことしの

９月ぐらいまで少なくとも任意の合併協議会つ

くる、あるいは法定ですと一番いいわけですけ

ど、いきなり法定というのはなかなか難しいだ

ろうと。そしてそれから新市の総合計画をつく

ると。そしていわゆるそれぞれ議会の採決をい

ただいて、可決をいただいて、そして調印と。

それから県の方に申請という手続で、最低１年

―２７８― 
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６カ月ぐらいかかるんじゃないだろうかと。22

年の３月まで県の方に提出しなきゃいけないと。

それを逆算すれば、やはりことしの遅くとも９

月いっぱいぐらいで何らかの形をつくらなきゃ

いけないと。 

 その際、現実路線として、先ほど申し上げま

したけど、１月の11日の３市５町の首長の発言

を聞いてみますと、残念ながら西置賜でも、小

国町さんはかなり厳しいとおっしゃってました。

それを、厳しいとおっしゃっているのをまず何

とか一緒にやりましょうということは声かけま

すけども、あと東南置賜の方でも、なかなか足

並みがそろわないのかなというふうに思います。 

＋

 そういった中で、じゃあこの残り２年間の中

で具体的な合併を進めるとしたら、やはり私は、

先ほど申し上げましたように、その際は、白鷹

さんと飯豊さんとは一緒に行動したいと。それ

が、ちょっとこういう言い方をすると語弊ある

かもしれません、４年前ですか、５年前ですか、

米沢、川西、長井の組み合わせで、やっぱりな

かなか難しいのかなと。また病院の２市２町と

いうのも、果たしてそれでいいのかなと。これ

はなかなか難しいと思います。そんなことから、

３市５町が基本。３市５町でならないとしても、

合併についてはぜひ東北一だというのが白鷹と

飯豊でございますので、協調体制をとってまい

りたいと考えております。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 最大の目標である３市５

町がなかなか進まなくなったという場合には、

近隣の町との合併も考えざるを得ないというよ

うな認識でよろしいんですね。 

 よくハードルを高くしてしまうとなかなかそ

れぞれの自治体のエゴが出てくるわけで、新聞

等を見ても、何か勉強会が始まってからの方が

物すごくエリア合戦をしているような気がして

なりません。３局、米沢は米沢、東、西とか、

どうしても私たち市民にとって物すごくエリア

合戦が強くなってきているなというような感じ

で、先ほども小関委員の質問の中で「温度差が

物すごく大き過ぎる」という発言がありました

ね。私はこの温度差というのはわかんないんで

すよ。同じような自治体なんてないんだから、

もともと同じような自治体がない中で合併をし

ていこうとするときに、温度差なんてあるんで

すよ。すべてのものに差があるわけだ。それを

いかにして調整をしていくかというのが議論の

場であって、会合を開けば開くほど温度差が大

きくなる、そこはちょっと不思議でなりません

けども、何か情勢が変わってきたんですか。そ

の点について、市長。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私が考えますに、より具体的に

期限が迫って、決断をしなきゃいけない。そこ

で本音と建前の部分がやはりあるのかなと。そ

こが小関委員がおっしゃった温度差。我々首長

同士でも、話してみますとどこが本音かわから

ない部分があります。そういったところが温度

差なのかなと思っています。 

 ちなみに、私の温度差というのは、やはり今

定例会にもいろいろ市民の痛みを伴うようない

ろんな議案を上程させていただいておりますけ

ども、我々は先のこともやりたいんですけど、

我慢して地道にやろうとしているわけですね。

しかし、そういうふうな姿勢をとってない市町

村と果たして本当に未来のことを語れるのかと

いう温度差はあります。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 私の個人的な考えなんで

すけども、次、５番目に余り適切でない言葉を

使っているんですけども、「お友達合併」なん

ていう言葉で、どうしてもちょうど自分の周り

の自治体とか、あるいは歴史的につながりのあ

るとか、あるいは生活圏が同じであるとか、そ

ういうのが基本になっていくような感じがして

ならないわけで、私の考えは、「合併というの
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はやっぱり30年、50年の子供たちの幸せのため

に合併するんだ」というところを基本とするな

らば、それでいいのかなということになってく

るわけで、ただ市長が「３市５町を基本とす

る」ということを言っておられるものですから、

これについては深く入り込むつもりはないんで

すけども、私はあくまでも米沢が基本だろうと、

そういうふうに思っております。米沢なくして

合併はないのかなと。 

＋ ＋

 ちょうど長井、飯豊さん、白鷹さん、今こそ、

そこそこの人口あるんですけども、もう30年後

には今の長井市よりちょっと多いだけになっち

ゃうんだね600平方キロを超える地域の中で。

ちょっと物すごく不安ですね、私は。そして、

新幹線も通ってない、高速もこれから高速を敷

けるなんていうことはちょっと、南部道路はま

た別にしまして、考えられない。永久に新幹線

なし、高速なしの自治体で終わらせてしまうの

かと。私は物すごく寂しいんですね。そこが本

当に私のネックになっています。少なくとも新

幹線が通って、高速が通っている何々市長井で

すよと、長井市ですよとか、そういうものは子

供たちに残したいなというのが私の願いなんで

す。その点について、違うなら違うでいいです

から、お願いします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私は、一番合併したい市は米沢

市です。私も同じです。米沢とはぜひ合併すべ

きだと思っています。ただ、米沢と長井という

のは合併できないですね。しかし、前回川西が

そこに入ったわけですけど、それだけではやっ

ぱりちょっと違うだろうなと思っています。 

 あと、新幹線とか高速道路とか通ってない市

町村というのは全然恥じることないと思います。

むしろ長井については、通ってない方がむしろ

いいんじゃないでしょうか。地形的にそういう

地形ですから、例えば米沢と合併しても長井は

相変わらず通らないわけですよね。ただ同じ市

に新幹線とか通っているだけで、そうしますと

むしろ長井の人たちは、あるいはこの西置賜の

人たちは、新幹線のあるところとか、そちらに

移り住むということなんですね。ですから、３

市５町の首長会でも、ある首長から話ありまし

たけども、「西置賜は我々と合併しない方がい

いんじゃないか。過疎になるぞ。我々の方さみ

んな来っこで」というふうにおっしゃってまし

た。 

 ですから、私は新幹線と残念ながら高速道路

は通らなくても、でもそれなりに繁栄できる、

あるいは市民が幸せになれる方法はあるだろう

と思っておりますので、私は余りそこはこだわ

ってないと。しかし、米沢というポテンシャル

ありますし、あと向こうは城下町で我々はいわ

ゆる農村、商人のまちですから、そういった意

味では違ったあり方でお互いのよさを出し合え

るんじゃないかと、そこに私は魅力を感じてい

ます。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 米沢とは同じ考えになっ

たんですけども、新幹線とか、それについては

市長とは全然私は違う考えでございます。 

 それはそれとしまして、なぜ米沢なのかとい

いますのは、それはいろいろあるんですけども、

「やはり米沢とは大変だよ」と。もう99％の人

が申し上げると思いますけども、私は、市長が

上杉鷹山公を敬愛していろんな場所でその話を

なされておりますけども、やっぱり上杉鷹山公

が藩改革が成功したというのは何でなるのかな

と私は常に考えておるんですけども、それを市

長に問うつもりもないんですけども、私は、血

が違ったと、そう思っているんです。やっぱり

九州の、恐らく宮崎県あたりの方だと思うのね、

だから全然しがらみがない中でそういう発想も

全然違うわけだね、そういう中で改革ができた

と思っています。それも一つの条件だったろう

と。 

―２８０― 
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 そういうことで、同じような自治体は一番簡

単なんですけども、やはり一つ超えた新しいま

ちをつくっていくと、新しい行政体をつくって

いくというときは、血液の違う、考え方の違う

合併というものは大事なんではないかなと、そ

んなように思っております。 

 次に、自立についてということは、非常に後

ろ向きな考えで、しかしながら合併が100％で

あるということでもないと思いますので、その

辺についての見解、認識を市長にもちょっとお

願いしたいなと、そんなふうに思います。 

 私は、長井市は自立できると思います。ただ、

自立できなくなる自治体も出てくるということ

であって、今までいろんな行財政改革を率先し

てやってきた、これぐらいやってきてできない

わけがないと、そういうふうに思っているし、

また合併とは全然違った話なんですけども、そ

ういう点についてもちょっと市長の見解をお聞

かせください。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 ＋
○内谷重治市長 自立につきましては、ちょっと

質問にはなかったんですが、自立経営対策室っ

てありますけども、これを20年度は課内室に後

退させるような形なんですが、実は私はもう行

革だけが自立じゃないだろうというふうに思っ

ておりますので、そういった意味では自立経営

対策室という後ろ向きな名称は実は変えたいと。

しかし、今回、それは昨年つくっていただいた

ばっかりですから変えられない。あとやれるこ

とはもう相当やってますので、恐らくここまで

今回の議案出しているような自治体はそうはな

いと思います。ですから、むしろこれからはも

う少し新しい前向きな自立というよりも、もう

地域経営みたいな、そういうのをみんなで考え

る時代だなと思っています。 

 市町村の自立につきましては、私は一番実は

懸念しているのは、最初３市５町の勉強会の話

がありましたですね。４月の２日に首長同士で

３市５町で会合を持つんですけども、この件に

ついてですね。将来像はいいんですけども、一

番肝心の、それは30年、50年後だったら将来像

でいいんですけども、肝心の10年後、20年後ど

うなるかという部分で、例えば長井であれば小

学校の耐震化とか大規模改修とかどうする、あ

るいは学習プラザどうする、こういった近々の

課題があるわけですよね。そういうものをほか

の市町村はどういうものがあるかというのはよ

くわからない。合併でも置賜３市５町でいろい

ろ団体がやった経過などもあります。そういう

のを見てみますと、やはり準備が整ってないう

ちに、まず合併すれば何とかなるだろうみたい

な、それこそお友達ですね、そういうやり方し

て、結果はさんざんだったわけですので、そう

いった意味ではそれぞれの自治体が健全なまず

合併に向けての努力、これをやっていくべきだ

ろうと思っています。長井は、町田委員がおっ

しゃったように、ここを正念場、乗り越えます

と10年、20年は何とか、人口が減る問題はあり

ますけどね、やっていけるんじゃないかなとい

うふうに思っております。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 やはりこのたびの合併に

ついては、恐らく総務省の方も一段落というス

タイルになるんじゃないかなと予想しながら、

もう既にこの間、５日ほど前の新聞にも出てお

ったんですけども、道州制、そして連邦制とい

うものが語られ始めて、もう大体骨子が出て、

骨子まではいかないでしょうけども、出てきて

いると。そして少なくとも1,000にしたいと。

そして最終的には700まで持っていきたいとい

うような数字がもう出ているわけでね、小さく

まとまって、その後、二段階の合併なんていう

のは、私は本当に言葉は悪いんですけども、愚

の骨頂だろう、またあり得ないことだろうと、

そういうふうに思っておりますので、基本的な

合併に向かって邁進をいただければすばらしい
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のではないかなと、そのように思っております。 

 先般の一般質問の中でも市長が答えられてお

ったんですけども、「この合併については、夏

あたりごろにかけまして、それぞれの地域を回

って説明会を持っていく」というお話あったわ

けで、その説明会の仕方なんですけども、私は

前市長のときにも、当然そのことについては長

井市じゅうくまなく市民の方にお伝えをしたは

ずでありますけども、あの戦法では説得力に欠

けるなと、そう思っています。 

＋ ＋

 やはり人口が減るということは、もう市民の

皆さんほとんどの人が知っているわけなんであ

りますけども、そしてそれに伴って財政が厳し

くなると、国から来るお金が少なくなりますの

でこうなりますよというような、この３点ぐら

いが重点にお知らせ版になっておったわけであ

りますけども、もっと深い長井のまちのシミュ

レーションを私はしていただいて、それを市民

の方々の現場でもってやっぱり目で見てもらう、

そして聞いてもらう、触れてもらうまではいか

ないんですけども、そういうのは必要なんじゃ

ないかなと。やっぱり経済動向とかかなり違っ

てくると思いますね。30年後、２万の人口にな

った場合の長井市なんてね。それは想像なんて

つける人いないんでしょうけれども、しかしそ

こはすばらしい長井市の幹部職員がおられるわ

けでありますので、私は勉強して一つの形にあ

らわしてほしいなと、そういうふうに思ってお

ります。その点について市長はいかがですか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 夏までの車座集会また開いて、

今回合併のことについていろいろ市民の皆さん

から意見をいただきながら、合意を図れるよう

に努力してまいりたいと思ってますが、せんだ

っての車座集会の中で、やはり「合併が必ずし

もよくないぞ」という意見は予想外に多かった

ものですから、ちょっとこれはきちっと話し合

いを持つべきだろうというふうに思っておりま

すし、あと議会の皆様とも具体的な話というの

はなかなか、こういう質問の場ではあるんです

が、できておりませんので、その辺はこれから

ぜひ積極的に進めてまいりたいというふうに思

っております。 

 十分なシミュレーションということでござい

ますが、やはり確かに人口は30年後２万人ちょ

っとになるんですけども、これはこのままでい

った場合はそうなるということでございますの

で、これは自立でいくとなったら、今度は逆に

ほかの自立しない市町村同士の競争ですから、

どういうふうにして長井に人が集まるかと、そ

ういうようなことを議会の皆様ともいろいろ知

恵を出し合いながら、まず活力ある長井を堅持

できるように努力したいと思っています。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 市報に車座集会のことに

ついてちょっと、合併について触れられておっ

たわけですけども、合併について今考えられる

ことを選択肢は３つなんていう、あの原稿はど

なたがお書きになったんですか。 

 この前の勉強会に総合支庁長からいただいた

資料を、どっかで聞いたような言葉だなと思っ

たんですけども、それそっくり載っかっている

んですね、３つね。私、こういうのはあんまり

好きじゃないもんですから、知らない人はこれ

でいいんですよ。やっぱり長井は長井の言葉で

書いていただきたいなと、これは何のことはな

い、酒田市長の講演なんですからね。そのとき

は酒田市長の講演からと脇にやっぱり書いてい

ただかないと、全然おもしろくなかったです。 

 そして最後に、「究極の行政改革である市町

村合併に向かうのか」と書いているわけで、市

町村合併は究極じゃないなと私常に思っている

もんですから。究極というのはね、広辞苑を引

きましたよ、最後の最後、とどのつまりと書か

れていましたので、これはちょっと適切でない

なと、そんなふうに思いました。余談ですけど

―２８２― 
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も、こういうのでなくて、今、長井がやってい

るときには、やっぱり長井のハートをあらわし

ていかなければならないと思いますので、いい

ことは引用しても結構ですけども、伝わるとき

に違うんじゃないかなと、そんなように気づき

ましたので、この点についてもよろしくお願い

を申し上げたいなと、そんなふうに思います。 

＋

 合併については、もう十分に質問させていた

だきましたので、この辺で終わりたいなと、そ

んなふうに思います。 

 続いて、施政方針からということで、そんな

に深く考えておるわけでもございませんけども、

施政方針を見て、読んで、聞いて、ちょっと気

になったなと思う点がありましたので、この文

化・芸術、特にスポーツ・教育というのはまた

教育の分野とか社会教育の中で含んでいるよと

言われるかもしれませんけども、文化・芸術と

いうのは長井市にとって物すごく大事なことで

ないかなと私は思っております。 

 ましてや、市長が言う「長井の心」というも

のを前面に出してまちづくりをなされていると

きに、金がないとかあるとかいうものではない

と。金がなくてもここのところは今までどおり

やっていきますよとか、そういうメッセージが

欲しいなと思ったんですけども、その点につい

て市長の考えをお聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 率直に文化・芸術・スポーツに

ついての記述がないということは、私のミスで

ございます。 

 一般質問でも、蒲生光男委員から、「全くわ

からない、後退しているんじゃないか」という

質問ありました。私は、どうも市民向けにわか

りやすくしようということで、基本計画じゃな

くて、総合計画じゃなくて、また違った体系で

あらわしたんですが、ちょっと車座集会とかい

ろんな関係でばたばたしてまして、この部分が、

非常に大切な部分なんですけども、欠落してし

まったということで、非常に反省しているとこ

ろでございますが、従来どおり一生懸命やって

いくということにかわりはございません。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 やはりここの部分はそれ

ぞれの自治体の、またそこに住んでいる市民の、

あるいは町民の成熟度をあらわす部分だと思っ

ておりますので、ここはやっぱりおろしたくな

いなと、低下させたくないなというふうに考え

ておりますので、よろしくお願い申し上げたい

なと、そういうふうに思います。 

 最後になるわけでありますけども、あるもの

を生かすまちづくりなんていうような当たり前

のことなんですけども、若干気になったことが

ございました。 

 山形県の広報の中にも、齋藤知事が言ってお

られたわけで、これはどこの自治体でも言って

おるわけなんですけども、やはりない物ねだり

の行政でなくて、あるもの探しの行政をしてい

かなきゃならないというものが、今みんな基本

になっているんじゃないかなということなんで

すけども、あるものは隠れているんですよね。

土の中にあるかもしれないし、どっかに隠れて

いるかもしれない。それを探し出すのが私たち

の役割だということは十分わかるんですけども、

目の前にあるものを利用しない手はないだろう

と。また、目の前にあって全然気づかないなん

て、そういう行政であったら寂しい限りだなと

私は思っています。 

 と申しますのは、ことし新年早々、長井市に

うれしいニュースがあったわけですね。全日本

卓球選手権の中で、長井市出身の田勢選手が日

本一に輝いたわけです。そのことが市報にも載

らない、何も市民に伝わってこなかったという

のは、私は物すごく寂しかったし、一体どうい

う感覚を持っておられるのかなと、そういうふ

うな思いました。 

 これ、日本一というのは二度ととれないんで
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＋

すね、普通。47回の国体のときに強化選手にな

って、そして青森山田へ行って今ちょっとわか

りませんけど、協和発酵に勤めてると思うんで

すね。本当に私はうれしくて拍手を送ったんで

あります。 

 たまたま１月の20日前後の商工会議所の新年

会ですか、そこで乾杯の音頭を仰せつかったも

んですから、余りのうれしさに、私は「その選

手を皆さん知っておりますか」ということで褒

めたりして、「長井に誇りを感じますね」とい

うことを申し上げたんですけども、そういうこ

とを知ってる人も長井にはたくさん役職してい

る人がおったはずでありますけども、全く知ら

なかった、そういう話。そういうあるものを、

目の前のものをもっと利用したらいいんじゃな

いかと。そういう気持ちというのは物すごく大

事じゃないかなと。 

＋ ＋

 ＰＲの仕方とか、きょうの新聞にも長井のど

っかの先生が言っておられましたね。「長井は

宣伝の仕方がそんなに上手な方でないよ」とか、

山形県だって言われておりますね。それをやっ

ぱり少しでも前進させるとか脱皮しようという

ときには、お互いに少し敏感にならないとよく

ないんじゃないかなと思っております。その点

について、市長、お願いします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるとおりだと

思います。私も全く知りませんでした。ある会

合に行って、市民からお聞きして、「えっ、そ

んなことがあったんですか」というふうに聞い

たところです。 

 昨年の暮れ、地区長連合会の方から、「日本

一条例を生かして表彰を続けてほしい」と。で

すから、その田勢夫妻、「夫婦でというのは本

当にないんだぞ」という話をお聞きしまして、

ぜひこれはやらなきゃならないなと。同時に、

自立経営対策室も、残念ながら課内室にそれで

したんですけども、そういった意味で、あるも

のについては本当に生かす、長井のすぐれた人

あるいはそういう資源をぜひまちづくりに生か

すべきだと思っております。これは反省して、

これからも、やっぱり問題はちょっと我々の感

覚が鈍っている部分があるのかなと。もう少し

感性を研ぎ澄ませて仕事にも当たらなきゃなら

ないなと反省しているところでございます。 

○大道寺 信委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 関連になるんですけど、

余談ですけどもね、米沢市で「おしょうしな」

という歌つくってるんですね。それを美空ひば

りさんが歌っておったんですね。しかしながら、

また発見しました。この間違う人が歌っておっ

たんですよ。やはり美空ひばりさん、大歌手で

ありますけども、だんだんと知っている人が少

なくなったんでチェンジしてるわけですね、別

な人がその「おしょうしな」という歌を歌って

いると。この辺、やっぱり米沢に学ばなきゃな

んないかなと私は思ったんですけども、長井に

もそういう、わざわざ昔の歌手にお願いして歌

なんか歌っていただいた曲があるわけですね。

「長井ブルース」なんてね、大津美子さんが歌

った。もうここにいる人だれも知らないかもし

れませんけれども、歌っていただいたわけです

ね。そういうものをまた、歌詞がよければの話

です、歌詞が今の時代に合った歌詞でないとわ

かりませんけども、そういう人だったら今の歌

手に歌っていただいて、またそういうものを残

していくと、そんなふうなことも楽しいんじゃ

ないかなと私は思います。 

 こんなことを言わせていただいて、質問を終

わりたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

   散     会 
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○大道寺 信委員長 本日はこれをもって散会い

たします。 

 再開は19日午前10時といたします。ご協力あ

りがとうございました。 

 

 

    午後 ４時３０分 散会 

＋

―２８５― 


